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令和４年日向灘地震の被害状況

○漁港施設等：11漁港

1

＜主な水産関係被害（令和４年12月31日時点＞＜地震の概要＞

＜水産庁の対応＞

〇
〇

令和４年日向灘地震により、大分県、宮崎県及び愛媛県において水産関係施設等の被害が発生。

具体的には、大分県・宮崎県・愛媛県の10漁港で臨港道路、岸壁等の亀裂や沈下等の被害のほか、荷捌き施設等の共同利用施
設12件で壁や配管の破損の被害等を確認。

水産庁災害情報連絡会議を開催（1月22日）

MAFF-SATとして技術指導等のため大分県
へ職員１名を派遣（2月2日～3日）

〇

〇

【大分県】色宮（いろみや）漁港

〇
〇
〇
〇

1月22日01時08分
６．６
日向灘深さ45km
最大震度５強（大分県の大分市、佐伯市、竹
田市、宮崎県の延岡市、高千穂町）、中部地
方から九州地方にかけて震度５弱～１を観測

発 生 時 刻 ：
マグニチュード：
場所及び深さ：
震 度 ：

大分県（8漁港）

宮崎県（2漁港）

愛媛県（1漁港）

・

・

・

：

：

：

岸壁の沈下等

臨港道路・岸壁等に亀裂や
沈下等

岸壁の沈下等

製氷貯氷施設、給油施設、

荷捌き施設等で管損や壁の損傷等

※約467百万円

・

・

大分県(6件)

宮崎県(6件)

：

：

○共同利用施設等：12件

漁具倉庫、荷捌き施設等で

屋根や水道管等の破損等

【宮崎県】島野浦（しまのうら）漁港

給油施設前の岸壁に沈下が発生し、
給油活動に支障が生じたが、給油
施設前面のみ舗装版の撤去、路盤
材の補充、敷き鉄板の設置を含む
応急仮工事により、1月29日以降給
油活動を再開。

〇
応急仮工事後の岸壁

給油施設

地震により沈下した岸壁

給油施設

沈下した岸壁

約２cm

灘内漁港

※約245百万円

【共同利用施設等】
・荷捌き施設床の不等沈下、亀裂（写真左）や製
氷施設（写真右）外壁等に損傷

大分県

臨港道路にクラックが生じる被害
が発生。

〇



令和４年福島県沖地震の被害の被害の概要

○ 岩手県、宮城県、福島県において、岸壁等の沈下等、荷捌き施設等の破損被害、被害額は合計５６．０億円の被害

【漁港施設等】
・物揚場本体工前傾、エプロン沈下・亀裂 宮城県

【共同利用施設等】
・荷捌き施設の破損

福島県

外階段

パイプの破損

送水管

○漁港施設等：34漁港（4,870百万円）

・宮城県（32漁港）・福島県（2漁港）
〇養殖施設：20件（3百万円）

・宮城県（20件）
〇水産物：１件（0.8百万円）

・福島県（１件）
〇漁具倉庫等：32件（401.2百万円）

・岩手県（2件）・宮城県（29件）

・福島県（１件）

○共同利用施設：39件（332.6百万円）

・岩手県（1件）・宮城県（24件）

・福島県（14件）

【合計 5,603.9百万円】

＜主な水産関係被害（令和５年１月4日時点）＞
福島県



令和４年台風第１１号に係る水産関係の被害状況

○漁港施設等：7漁港（1,305百万円）

・長崎県（6漁港）・沖縄県（１漁港）

〇漁船：29隻（3.7百万円）

・東京都（５隻）・長崎県（23隻）・鹿児島県（１隻）

○漁具：16件（241.6百万円）

・北海道（４件）・長崎県（５件）・沖縄県（３件）

〇養殖施設：28件（13.3百万円）
・北海道（15件）・長崎県（13件）

〇水産物：12件（18.4百万円）
・北海道（３件）・長崎県（８件）・宮崎県（１件）

〇その他（共同利用施設等）（12.8百万円）

【合計 1,594.7百万円】

＜主な水産関係被害（令和５年１月4日時点）＞

【長崎県】五島西（ごとうにし）漁港（嵯峨島地区）

〇
〇

台風第１１号による暴風・波浪等により、水産関係で約16億円の被害。
特に、防波堤の倒壊といった漁港施設の被害が顕著で、水産関係被害額の約９割を占めた。

台風第11号経路図

五島西漁港外防波堤の本体（ケーソ
ン）が134mに渡り滑動・倒壊する被害
が発生。被害額は約10億円。

〇

五島西漁港

五島列島

嵯峨島

被災箇所
外防波堤L=134m

１

１



令和４年台風第１４号,台風第15号に係る水産関係の被害状況

○漁港施設等：23漁港（1,945.7百万円）
・高知県(5漁港)・長崎県(4漁港)・愛媛県(3漁港)・熊本県
(3漁港)・大分県(3漁港)・島根県(2漁港)・和歌山県(1漁
港)・宮崎県(1漁港)・鹿児島(1漁港）

○海岸漂着物：24海岸 （657.9百万円）
・宮崎県(10海岸)・山口県(6海岸)・島根県(4海岸)

・愛知県(3海岸)・静岡県（1海岸）

○共同利用施設：145件 （290.1百万円）
・宮崎県(63件)・高知県(33件)・長崎県(26件)・熊本県(10
件)・愛媛県(3件)・山口県(2件)・佐賀県(2件)・大分県(2
件)・鹿児島県(2件)・徳島県(1件)・静岡県(1件)

〇水産物：98件（1,725百万円）
・大分県(24件)・宮崎県(20件)・長崎県(19件)・広島県(15
件) ・熊本県(12件)・三重県(4件)・福井県(2件)
・愛媛県(1件)・高知県(1件)

〇漁船・漁具・漁具倉庫・養殖施設・水産加工
等（565.1百万円）

【合計 5,183.8百万円】

＜主な水産関係被害（令和5年１月4日時点）＞

各県の被災状況写真

〇
〇

台風第１４号,台風第15号による暴風・波浪等により、水産関係で約51.8億円の被害。
九州地方を中心に水産物だけでなく、漁港施設への被害や海岸への流木漂着を確認。

台風第15号経路図台風第14号経路図

①導流堤の破損（高知県宇佐漁港） ②浮桟橋の転覆（愛媛県西町漁港）

③防波堤の破損（宮崎県大堂津漁港） ④流木漂着（宮崎県門川漁港海岸）

本体工の欠落


